











て 2006 年 12 月 1 日から中国文化部が採択した《国家级非物质文化遗产
保护与管理暂行办法》1）が施行されることとなった。各省・自治区・直
轄市は、合わせて 1315 項目の無形文化遺産を国家に推薦し、そのうち
519 項目が第 1 回目の国家級遺産に登録され、江永県女書民俗文化はそ
































地で有名な女書老人は、高銀仙（1902 ～ 1990）、義年華（1907 ～ 1991）、
胡 慈 珠（1907 ～ 1977）、 唐 宝 珍（1910 ～ 1999） と 陽 煥 宜（1909 ～




































































































































調　類 調　値 調値の型 対応楽音の相対音高と音の流れの方向
陰平 44 高平 高音（レ）から高音（レ）
陽平 42 高降 高音（レ）から低音（ラ）
陰上 35 高昇 中間音（ド）から高音（レ）
陽上 13 低昇 低音（ラ）から中間音（ド）
陰去 21 低降 低音（ラ）から低音（ラ）
陽去 33 中平 中間音（ド）から中間音（ド）




表 2 で示すように、女書文化中心地の上江墟では、城関土話の 13 調























































● ● ○ 　● ● ○ 　● ● ○ 　● ○ ○
劉 2010 では、それまでの採譜と何艶新の女書歌のリズムを再考察し
た。その結果、図 2 のように、女書歌の各句の歌詞を、2 字・2 字・3




● ● ○ 　● ● ○ 　● ● ● ○
その後、劉 2015 では、原生態伝承者陽換宜のリズムを考察し、原生
態伝承者と準原生態伝承者のリズムの取り方は、図 2 で表した「3・3・





























































訳を掲載する。ただし、〈三朝書〉は劉 2015b P.29 参照。
4.1　〈何氏修書訴可憐〉にみられるアレンジ

























































〈修書〉の上句末には 35 調または 5 調の歌詞が 21 個所あるが、本字

























抑揚をつけたと考えられるが、何静華は 1 拍の節回しで「ラド」を 2 回
も繰り返して「ラドラド」と歌い、抑揚を小刻みにつけている。








ンジで、句全体が抑揚豊かに聞こえる。譜例 3 と 4 のようなアレンジが
この歌でよくみられ、メロディの表現を重視した歌い方のように聞こえ
る。




2009 年の統計では、何静華が 33 声調を中間音「ド」を主とする音で









13 調と 33 調のアレンジの例を譜例 5、譜例 6、譜例 7 でみてみよう。









⑰の“ta”は 33 調である。対応楽音「ド」で歌うならば、前の 5 調の
譜例 5
⑨ ⑩ ⑪ ⑫
譜例 6










何静華の〈修書〉のメロディには、33 調の歌詞が 101 箇所ある。そ
のうち 35 箇所を低音「ラ」で歌っている。なお、33 調の歌詞の 13 箇
所は上句末のため、上句末のルールに従ってすべて「ド」で歌っている
ので、上句末を除くと、およそ 40％を「ラ」で歌っていることになる。
また、33 調の歌詞を「ラ」から歌い始めた 21 箇所を合わせると 64％と














































































譜例 14 の㉔の“願”は 33 調で、対応楽音は「ド」であるが、高音「レ

























その他の箇所でも息継ぎをしている。第 2 小節の節回しの個所では 18




































上江墟では 33 調を 44 調で発音することがある。何静華は 33 調を低音
「ラ」でアレンジすることが多いことは前述したとおりであるが、その
理由については再確認の上、あらためて考察する。





















譜例 20 は、7 文字のうちに、33 調の歌詞が 5 文字も入っている。胡美
月は初めの 2 文字を「ラドラ」、次の 2 文字を「レドレ」でそれぞれア
レンジしている。また六つ目の 33 調も高音「レ」でアレンジしており、
いずれもパターンに近い組み合わせで歌っている。
譜例 21 は、何静華が 1 回目に歌ったメロディである。
胡美月と異なり、何静華は「ド」と「ラ」の抑揚を細かくつけ、節回
しにも変化をもたせてアレンジしている。しかし、譜例 22 の 2 回目は
譜例 21 の 1 回目より、メロディがかなり平板になってきたことがわか
る。
譜例 22 では、冒頭四つの 33 調の歌詞は 4 番目の“着”を「ラド」でわ
ずかに抑揚をつけて歌った以外、前の 3 つの歌詞には、1 回目につけて














譜例 24 と譜例 25 も前述した何静華の特徴と同じく、冒頭の“心中歓





















せると 95.9％となる。“倒字”が 4 箇所あったが、本字ミスと本人の歌
い間違いであることが判明し、いずれも対応楽音で歌っていることを確




































対応楽音のみで歌った歌詞 71 63.4% 83 74.1%
アレンジがみられた歌詞
前後に合わせた 40 35.7% 19 17.0%
その他 1 0.9% 6 5.4%
倒字 0 0.0% 4 3.6%
合計 112 100.0% 112 100.0%
表 5
『清朝起来天明亮』 （胡美月） （何静華・1回目）（何静華・2回目）
対応楽音のみで歌った歌詞 37 66.1% 29 51.8% 40 71.4%
アレンジがみ
られた歌詞
前後に合わせた 13 23.2% 27 48.2% 14 25.0%
その他 4 7.1% 0 0.0% 2 3.6%
倒字 2 3.6% 0 0.0% 0 0.0%





































（5） 歌詞の振り分けとリズムは、これまでに考察した下記の 2 つの歌
い方がみられた。（●は歌詞、○は節回しまたは休止を表す）
　　①歌詞を「2・2・2・1」に振り分け 3 拍子で統一して歌う場合
　図 1　● ● ○ 　● ● ○　 ● ● ○　 ● ○ ○
　　②歌詞を「2・2・3」に振り分け「3・3・4」拍で歌う場合






この論文は H28 年度科学研究費補助事業（基盤研究 C）「女書の音声
表現形式に関する研究」の研究成果である。
　注
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　付録
　本論文の考察対象である女書歌の日本語訳（筆者による）
〈何静華修書訴可憐〉　何静華作
静坐房中修書本　静かに部屋に坐り書をしたためて、
訴我可憐傳世間　我が哀れを世間に伝える。
我是出身寒苦女　私は貧しい家に生まれ、
不比富家大姑娘　裕福な家庭の娘とは違う。
不曽提筆雙流涙　ペンを手に取ると涙が流れ、
想我可憐訴不完　我が哀れを言いつくせない。
要知我的寒酸苦　私の貧しさや苦しみを知りたいのなら、
聴我一二説分明　一からじっくり話すから聞いておくれ。
家住湖南永州府　湖南省永州府に住んでおり、
永明県内有家門　永明県内に自宅がある。
西門出城五里路　（永州府の）西門を出て 2.5 キロ行くと、
河州尾村有外家　河州尾村があり、外祖母の家がある。
我是出身姓何女　私は何家に生まれた娘であり、
父母取名何静華　両親に何静華と名付けられた。
爺娘所生唯我小＊　父母の子供のうち私は末っ子であり、
 ＊「小」は「細」の間違い。
一個姐娘四個兄　姉が一人に兄が四人いた。
我娘亦是命輕女　母親も不運な女性であり、
四個兄姐盡落陰　姉と兄の四人が夭折した。
一児一花成長大　息子一人と娘一人は成人し、
始□＊父母得心歓　初めて両親を喜ばせた。
 ＊本字がない。
32
（190）
雖然家中多苦楚　家は貧乏で苦しかったけれど、
爺娘愛我掌上珠　両親は私を宝ものとして愛情を注いでくれた。
搭□＊爺娘多疼惜　両親の慈愛のおかげで、
 ＊本字がない。
送我讀書三四年　私は 3、4 年間学校に通わせてもらった。
年登跨上二十四　24 歳になったときに、
爺娘嫁我蒲家門　両親は私を蒲家に嫁がせた。
来到蒲家本是好　蒲家に来てからは実に素晴らしく、
一家和気過光陰　一家は和気藹々で日々を過ごしていた。
生下児女有三個　子供を三人授かり、
一朶紅花兩個児　一人は娘で、二人は息子であった。
夫君離家幹工作　夫は外に行って仕事をし、
我帯児女守家園　私は子供の面倒をみながら家を守る。
省吃倹用操労苦　食費を切り詰め、物を節約して苦労をしたが、
才把児女養成人　やっと子供を大人に育てた。
養児養女日雖苦　子供を養う日々は苦労したけれども、
為児為女苦又甜　子供のためなら苦労も幸せであった。
夫君工作坎坷路　夫の仕事は順調ではなく、
幾次受難遭折磨　幾度も酷い目に遭い、傷めつけられた。
夫君遭難如刀割　夫が虐められて胸が刺されるようだったが、
全靠児女解我心　子供たちが私を慰めてくれた。
我勧夫君要想遠　私は夫を長い目でみるようにと勧めた、
雨後又有晴天時　雨の後には再び晴天が来るのだと。
眼看嬌児多労練　やっと愛しい我が子が一人前になり、
望夫脱難建家園　夫は苦難を抜け出し、家庭を築くことを望んだ。
同心合力把家建　力を合わせて家庭を築き、
建好家園有功労　家庭が円満になるのは功績として称賛される。
一家團圓多歓楽　一家団欒ならなんとも楽しく、
雖然家苦水又甜　家の生活は苦しくても蜜の味。
日出東方紅日色　日が東から昇り紅色になり、
正是花開著熱時　まさに花が咲いて暖かい時期だった。
誰知烏雲頭＊上蓋　黒い雲が頭上を覆ってきたことは思いもよらず、
 ＊「頭」は「脳」の間違い。
一陣狂風到来臨　強風がひとしきり吹きつけた。
烏雲蓋在我頭上　私の頭上に黒い雲が立ち籠り、
狂風大雨淋我身　強風と大雨が私の身に襲ってきた。
莫非前世未行善　もしかして前世で善行を積まなかったからなのか、
給我急曲與憂愁　私に急展開と憂いが与えられた。
31
（191）
廣東来電傳悲信　広東から悲しい知らせが届き、
小児車禍落陰橋　末っ子が交通事故であの世に旅立った。
小児年甘＊二十八　末っ子は二十八歳になったばかり、
 ＊「甘」は「剛」の間違い。
年紀輕輕離世間　歳が若いうちにこの世を去った。
立時哭得肝腸断　その場で泣き崩れ、身が切られるようで、
眼涙四垂揩不開　涙が溢れ、拭いても拭いても止まらない。
朝朝起来朝朝哭　朝という朝に涙で顔を洗い、
哭煞世間人不知　泣き続ける私のことなど世間に知る人はいない。
千般可憐在心気　すべての悲しみは私の心の中にあり、
小児落陰血涙流　末っ子の死で血の涙を流す。
只気我児不在世　ただ悔やんでいるのは我が息子がこの世にいないこと、
一樹鮮花落地霉　木に咲いている鮮花は落ちて枯れたようだ。
陰陽永隔真難捨　あの世とこの世の永遠の別れは受け入れがたく、
起眼望来有幾多　周りを見渡しても（同じ境遇は）どれぐらいあることか。
夜間不眠五間哭　夜は眠れず昼は泣き、
哭得山動地也揺　その泣き声は山を動かし大地を揺らす。
不怨天来不怨地　天のせいにも地のせいにもせず、
只怨命運好可憐　ただ哀れな運命とあきらめる。
小児離娘陰間去　息子が母親の私を離れてあの世には行ったが、
丟下孫児一歳人　息子が残していった孫はまだ 1 歳だ。
有爺生来無爺養　お父さんがいたから生まれてきたのに育ててもらえず、
一歳孫児真可憐　1 歳の孫は実に可哀そうだ。
想著我身真無路　私の力ではどうにもならないと考えると、
行不安来坐不停　居ても立っても居られない。
走到東邊日頭曬　東に行ったら日に当たって暑く、
走到西邊著雨淋　西に行ったら雨に降られてしまうのだ。
又想将身自隘死　いっそのこと自殺しようとも考えたが、
又気孫児離不開　孫には私がいなければならないので苛立っている。
不死在世日難過　死なずにこの世に留まっても辛く、
去了黄泉誰帯孫　私があの世に行ってしまったら誰が孫の面倒をみるのか。
左思右想不能死　左を考えても右を考えても死ぬわけにはいかず、
顧大孫児創家園　孫が成人するまで世話をして、家庭を築き直そう。
好心鄰里相勧我　心優しい隣人は私を励ましてくれて、
勧我慢慢要想開　先を見てあまり思いつめないでと。
勧我不要日日気　毎日毎日腹を立てたりしないようにと説得してくれて、
就是哭死気不回　たとえ死ぬほど泣いても（亡くなった息子は）戻っては 
　　　　　　　　こないよと。
30
（192）
飲水要念源頭水　水を飲むときにはその水源を思わなければならず、
種樹抛榴念樹根　木に実がなるときには木の根に感謝しなければならない。
好好将孫来顧大　しっかりと孫を立派な大人に育てたら、
孫児長大家盛興　孫は大きくなって一家も盛んになる。
千急想開匀匀気　千の緊急事が起きても落ち着いて対処して、
急弱身体更加難　苛立って身体を害しては、泣き面に蜂だ。
丟下憂愁少思想　憂いを忘れて何も考えないことにして、
撥開愁雲慢想開　悲しいことを忘れて、いい方へ考えるのだ。
聴得善言和良語　善意溢れる優しい説得の言葉を伺い、
十二時辰記在心　昼夜いつでも心に刻み付ける。
小児落陰気不盡　息子が亡くなったことで苛立ち、
又再＊雪上更加霜　さらに雪の上に霜が重なるようだ。
 ＊「又再」は「再復」の間違い。
原想苦後有甜日　元来苦しいことの後は甘い生活が来ると思っていたが、
為何我的苦不完　なぜ私の苦しみには終わりがないのだろうか。
児不孝爺不覚得　わが子が親に孝行をしないのは気にしなくとも、
恐防孫又不孝児　孫がそれに倣って息子に孝行をしないことは困る。
我的寒苦説不盡　私の苦しみは言い尽くせず、
命有萬般的可憐　運命のありとあらゆるものが哀れそのものだ。
受苦傷心肝腸断　苦しい目に遭い、悲しくて断腸の思い、
幾時命休得安然　命が尽きて、安らかになるのはいつのことだろうか。
人人都説黄蓮苦　人々は黄連（おうれん）が苦いと言うが、
我比黄蓮苦十分　私の苦しみは黄連より十倍も苦い。
我的悲苦訴不盡　私の悲惨と苦しみは言い尽くせず、
受盡寒霜雪上眠　冷酷な仕打ちに遭い、雪の上に眠るようだ。
年輕養児為防老　若いうちに子供を育てるのは老後のためで、
児不孝爺依靠誰　子供が親に孝行を尽くさないのなら誰に頼るのだ。
告出四邊齊痛惜　周りに訴えて皆に憐れんでもらい、
痛惜前生修不全　前世の修行が足りないことを痛恨している。
心中想起無出気　心の中で思いを発散することはできず、
自己修書訴可憐　自分で女書歌にして哀れを訴えよう。
〈何艶新的自伝（扇書）〉　何艶新作
靜坐娘房無思想　静かに部屋に坐り、ぼんやりしながら、
思想可憐記扇中　哀れなことを思い出して扇子に書き記す。
扇中之人齊疼惜　扇子の中の人を誰もが哀れだと嘆き、
疼惜醜命不如人　不運で他人に及ばないことを嘆く。
29
（193）
清早起來愁到黑　早朝起きてから暗くなるまで憂い、
眼淚漣漣過時光　涙をだらだら流して毎日を過ごす。
透夜想來透夜哭　一晩考えては一晩泣き、
無人把當千事情　家のことを取り仕切ってくれる人がいない。
自從丈夫落陰府　夫があの世に行ってから、
幾個月中心不平　数か月の間落ち着かない。
田地工夫不會做　畑仕事はできず、
手拿鋤頭眼淚漂　鋤を握れば涙が溢れる。
清早起來做到黑　早朝起きてから暗くまで働き、
千斤百擔自承當　家のすべての重荷は一人で負う。
左思右想心不靜　左を考えても右を考えても心は静まらず、
只氣兒女未成人　息子も娘もまだ幼いことに苛立っているばかりである。
〈清朝起来天明亮〉　胡美月作
清朝起來天明亮　朝早く起きると空は明るく、
鳥兒鳴叫好風光　鳥が鳴き、素晴らしい風景だ。
脚跨出門行一程　家を出てしばらく進み、
路上遇著好事情　途中で喜ばしいことに巡り合った。
心中歡喜行得快　気持ちが弾んで足も速くなり、
來到園中知分明　女書園に着いたらわかった。
遠路先生興來到　先生は遠路はるばる来られ、
研究女書傳世間　女書を研究して世間に伝える。
28
